
          

今月の写真：  

仙台光のページェント



 編集後記：この時期の仙台の風物詩、光のページェントが今年も

開催され、12 月 2 日～31 日まで定禅寺通があたたかな光で彩られ

ています。毎年使用していた電球は、保管していた倉庫が津波の

被害に遭い全損した為、今年の開催が危ぶまれたようですが、表

参道イルミネーション実行委員会、大館シャイニングストリート

実行委員会の方々からのご支援や、全国の皆様のご協力があり実

現したそうです。並木の光が昨年よりも柔らかく優しく感じるの

は、電球が変わったからだけではないはず、遠い街のどこかでそ

っと被災地の事を思って下さる人々との見えない絆がここにある

ように思います。様々な事がありました 2011 年もまもなく終わろ

うとしています。皆様におかれましては、来る年が希望にあふれ

た年となりますようお祈り申し上げます。今年 1 年、大変お世話

になりました。来年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 
 

 

 

東日本大震災に伴う 

登録免許税の調整割合の運用開始について 
 
登記を申請する際には、原則として登録免許税を納

付することとされています。たとえば所有権の移転の
登記を申請する場合には、登記申請の時点における不
動産の価額（市区町村が管理する固定資産課税台帳に
登録された不動産の評価額）を課税標準として、登録
免許税額を算出します。 
しかし、現在算出されている固定資産課税台帳の評

価額は、震災以前の状態を基に計算されたものであり、
東日本大震災による被害が考慮に入れられてはおりま
せん。 
一方で、被災した市区町村において、すべての不動

産を再調査し、評価額を改訂することはすぐにはでき
るわけもありません。 
そこで、東日本大震災に係る被災者生活支援法が適

用された地域に存する不動産につき、登録免許税の課
税標準として不動産の価額を用いる場合について、当
該不動産が所在する市区町村が東日本大震災後に固定
資産課税台帳の価格を改定するまでの間における特別
な措置を講ずることになりました。 
 具体的に申し上げると、法務省で公表している「調
整割合」（国税庁で公表している「調整率」とは異なり
ます。）を平成２３年１月１日現在の固定資産評価額に
乗じることによって算出された価格が課税標準とする
ことになりました。いくつか具体的な調整割合をあげ
てみます。 
 仙台市青葉区堤通雨宮町 宅地 ０．８５ 
 仙台市若林区荒浜    宅地 ０．３０ 
 石巻市門脇       宅地 ０．３０ 
 気仙沼市港町      宅地 ０．３０ 

などです。
 
調整割合は地域ごとにかなり細かく分けられていま
す。気になる方は法務省のホームページをご確認くだ
さい。 
参考 URL 

http://houmukyoku.moj.go.jp/homu/static/cyouseiwariai_index.html 
 
なお、運用開始は１２月１５日（木）です。 
 
東日本大震災以降、運用開始前までの間にすでに上

記のような調整割合が適用される登記を申請した場合
で、再計算すると登録免許税を多く収めているような
場合には、法務局から随時還付手続きに関する通知が
あるようです。お心当たりのある方は法務局からの郵
便にご注意ください。 
 
詳しく確認したい方は、お問い合わせください。 

 

●法テラスが「震災相談事例 Q&A」を作成（11 月 26 日）

法テラスは、東日本大震災の被災者の法的問題解決
支援のため「法テラス・東日本大震災相談事例Ｑ＆
Ａ集」を作成しました。これまでに寄せられた 173
事例について回答・解説をつけたもので、遺産相
続、多重債務、被災者支援制度などに関して説明し
ており、ホームページでもご覧いただくことができ
ます。 
 

〔関連リンク〕 
東日本大震災  
相談実例 Q＆A集  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 年金改革 

～民主党年金作業チームの中間報告の主なポイント
年金支給開始年齢 68 歳~70 歳?! 社会保障費 
一体改革…連日様々な報道がなされています。 
これは、6 月に政府与党がまとめた『社会保障 
・税一体改革案』に民主党が中間報告をしたも 
ので、12 月 25 日頃にまとまる一体改革大綱の 
土台となります。ポイントをまとめました。 
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